


自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
は
憲
法
９
条
に
違
反
す
る
！

福
岡
市
民
の
皆
さ
ん

私
達
は
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会
・
熊

！

本
の
会
員
で
す
。
二
〇
〇
五
年
三
月
に
熊
本
地
裁
へ
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
差

し
止
め
と
違
憲
確
認
、
慰
謝
料
請
求
を
求
め
て
裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。
十
一

回
の
口
頭
弁
論
を
経
て
今
年
二
月
二
十
九
日
に
原
告
全
面
敗
訴
の
判
決
が
下
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
原
告
四
五
名
で
福
岡
高
裁
に
控
訴

し
て
、
七
月
一
四
日
に
第
一
回
の
控
訴
審
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
今
年
四
月
一
七
日
私
達
と
同
趣
旨
の
裁
判
が
審

理
さ
れ
た
名
古
屋
高
裁
（
青
山
裁
判
長
）
は
航
空
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
で
の
活
動

は
「
武
力
行
使
を
禁
じ
た
イ
ラ
ク
特
措
法
二
条
二
項
、
活
動
地
域
を
非
戦
闘
地

域
に
限
定
し
た
同
条
三
項
、
か
つ
憲
法
九
条
一
項
に
違
反
す
る
」
と
い
う
判
断

を
示
し
ま
し
た
。
同
時
に
平
和
的
生
存
権
が
全
て
の
基
本
的
人
権
の
基
礎
に
あ

っ
て
そ
の
享
有
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
底
的
権
利
で
あ
る
と
そ
の
具
体
的
権
利

性
を
認
め
ま
し
た
。

こ
の
違
憲
判
決
は
日
本
国
憲
法
制
定
以
来
、
憲
法
の
根
本
原
理
で
あ
る
平
和

主
義
の
意
味
を
正
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
政
府
の
行
為
に
適
用
し
た
も
の
で
、
憲

政
史
上
画
期
的
な
判
決
で
す
。
五
月
二
日
に
こ
の
判
決
は
確
定
し
ま
し
た
。

福
岡
高
裁
は
憲
法
判
断
に
踏
み
込
み
、

歴
史
的
使
命
を
果
た
せ
！

名
古
屋
の
違
憲
判
決
は
偶
然
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
名
の

裁
判
官
が
重
い
「
覚
悟
」
を
決
め
て
ま
で
違
憲
判
決
を
下
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

そ
れ
は
イ
ラ
ク
の
現
状
と
、
自
衛
隊
が
「
参
戦
」
し
て
い
る
大
変
な
事
態
が
、

も
は
や
違
憲
判
決
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
日
本
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
イ
ラ
ク
戦
争
と
自
衛
隊
派

兵
の
深
刻
な
実
態
が
こ
の
判
決
で
は
克
明
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
こ
の
判
決
に
た
い
し
て
「
傍
論
」
で
あ
る
か
ら
無
視
し
て
も
か
ま
わ

な
い

「
そ
ん
な
の
カ
ン
ケ
ー
ネ
ー

（
田
母
神
幕
僚
長
）
と
三
権
分
立
を
否
定

、

」

す
る
対
応
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
海
外
派
兵
恒
久
法
の
今
秋
臨
時
国
会
提
出

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
な
ど
、
判
決
の
影
響
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

熊
本
地
裁
は
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
上
必
要
と
さ
れ
る
国
が
行
っ
て
い
る
行
為

の
違
憲
性
・
違
法
性
の
判
断
を
避
け
ま
し
た
が
、
福
岡
高
裁
で
は
是
非
自
衛
隊

の
イ
ラ
ク
で
の
活
動
の
違
憲
性
に
踏
み
込
む
判
断
を
さ
れ
る
よ
う
私
達
は
強
く

求
め
ま
す
。
そ
れ
が
多
く
の
国
民
が
裁
判
所
に
期
待
す
る
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。

歴
史
に
向
き
合
う
公
正
な
裁
判
を
望
み
ま
す
。

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会
・
熊
本
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歴史的な４．１７名古屋高裁判決の地平を受け継ぎ

福岡高裁は公正な裁判を！



航
空
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
で
の
活
動
は
憲
法
９
条
違
反
だ
！

福
岡
市
民
の
皆
さ
ん

私
達
は
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会

！

・
熊
本
の
会
員
で
す
。
二
〇
〇
五
年
三
月
に
熊
本
地
裁
へ
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
兵
差
し
止
め
と
違
憲
確
認
、
慰
謝
料
請
求
を
求
め
て
裁
判
を
起
こ
し

ま
し
た
。
現
在
福
岡
高
裁
に
控
訴
し
て
、
七
月
一
四
日
に
第
一
回
の
控
訴

審
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
す
。

四
月
一
七
日
に
名
古
屋
高
裁
は
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
は
憲
法
９
条
違
反

だ
と
す
る
画
期
的
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
が
、
今
日
は
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

バ
グ
ダ
ッ
ド
空
港
で
はC

-1
3
0

輸
送
機
も
撃
墜
さ
れ
て
い
る

名
古
屋
高
裁
は
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
空
港
及
び
そ
の
近
郊
で
多
国
籍
軍
の

輸
送
機
が
襲
撃
さ
れ
犠
牲
者
を
出
し
た

「
多
国
籍
軍
は
バ
グ
ダ
ッ

C
-130

」

、

」

ド
に
お
い
て

武
装
勢
力
に
た
い
す
る
大
規
模
な
掃
討
作
戦
を
展
開
し
た

な
ど
の
事
実
を
詳
細
に
認
定
し
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
特
措
法

で
は

戦
闘
行
為

国

「

」

「

（

際
的
な
武
力
紛
争
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

人
を
殺
傷
し
ま
た
は
物
を
破
壊
す
る
行
為
）

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
こ
で
実
施

さ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
無
い
と
認
め
ら
れ
る
地
域
（
非
戦

闘
地
域
）
に
お
い
て
」
自
衛
隊
の
活
動
は
許

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
名
古
屋
高
裁
は
バ
グ
ダ

ッ
ド
の
状
況
は
、
自
衛
隊
派
遣
が
許
さ
れ
な

「

」

。

い

戦
闘
地
域

で
あ
る
と
認
定
し
ま
し
た

福
岡
高
裁
は
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
で
の
活
動
の
違
憲
判
断
を
！

大
多
数
の
国
民
は
イ
ラ
ク
全
土
が
戦
闘
地
域
で
あ
る
事
を
知
っ
て
い
ま

す
。
久
間
防
衛
大
臣
（
当
時
）
も
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
空
港
の
中
に
あ
っ
て
も

外
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
砲
が
撃
た
れ
る

「
バ
グ
ダ
ッ
ド
空
港
か
ら
飛
び
立
つ
時

」

に
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
が
く
る
危
険
性
と
裏
腹
に
あ
る

（
名
古
屋
高
裁
判
決

」

に
よ
る
）
と
語
っ
て
い
る
の
で
す
。
福
岡
高
裁
は
、
名
古
屋
高
裁
に
続
き

違
憲
性
の
判
断
に
踏
み
込
む
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会
・
熊
本
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歴史的な４．１７名古屋高裁判決の内容を検討すれば

バグダッドは「戦闘地域」だ！

イラクで活動中の空自 輸送機C-130



七
月
一
四
日
熊
本
訴
訟
は
第
一
回
口
頭
弁
論
を
迎
え
ま
す

福
岡
市
民
の
皆
さ
ん

私
達
は
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会

！

・
熊
本
の
会
員
で
す
。
二
〇
〇
五
年
三
月
に
熊
本
地
裁
へ
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
兵
差
し
止
め
と
違
憲
確
認
、
慰
謝
料
請
求
を
求
め
て
裁
判
を
起
こ
し

ま
し
た
。
現
在
福
岡
高
裁
に
控
訴
し
て
、
七
月
一
四
日
午
後
二
時
か
ら
第

一
回
控
訴
審
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
す
。
ご
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

今
年
四
月
一
七
日
に
名
古
屋
高
裁
は
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
は
憲
法
九
条

違
反
だ
と
す
る
歴
史
的
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
が
、
本
日
は
そ
の
画
期
的

な
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

武
装
兵
員
を
輸
送
す
る
空
自
活
動
は
武
力
行
使
に
あ
た
る

名
古
屋
高
裁
は
航
空
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
現
地
で
の
活
動
を
詳
し
く
分
析

し
、
そ
の
違
憲
性
、
違
法
性
を
認
定
し
ま
し
た
。
空
自
の
活
動
は
「
対
武

装
勢
力
の
戦
闘
要
員
を
含
む
と
推
認
さ
れ
る
多
国
籍
軍
の
武
装
兵
員
を
定

期
的
か
つ
確
実
に
輸
送
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

（
中

、

略
）
多
国
籍
軍
の
戦
闘
行
為
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
軍
事
上
の
後
方
支

援
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

」
と
認
定
し

「
平
成
九

。

、

年
二
月
一
三
日
の
大
森
内
閣
法
制
局
長
官
の
答
弁
に
照
ら
し
、
他
国
に
よ

る
武
力
行
使
と
一
体
化
し
た
行
動
で
あ
っ
て
、
自
ら
も
武
力
の
行
使
を
行

っ
た
と
評
価
」
を
受
け
ざ
る
を

得
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
「
政
府
と
同
じ

憲
法
解
釈
に
立
ち
、
イ
ラ
ク
特

措
法
を
合
憲
と
し
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
武
力
行
使
を
禁
止
し

た
イ
ラ
ク
特
措
法
二
条
二
項
、

活
動
地
域
を
非
戦
闘
地
域
に
限

定
し
た
同
条
三
項
に
違
反
し
、

か
つ
、
憲
法
九
条
一
項
に
違
反
す
る
」
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

！

福
岡
高
裁
は
航
空
自
衛
隊
イ
ラ
ク
現
地
活
動
の
憲
法
判
断
を

政
府
は
イ
ラ
ク
特
措
法
の
来
年
七
月
の
再
延
長
を
断
念
し
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
が
イ
ラ
ク
戦
争
へ
参
加
し
た
国
の
な
か
で
日
本
だ
け
が
そ

の
反
省
・
検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
福
岡
高
裁
は
歴
史
的
使
命
に
か

け
て
イ
ラ
ク
戦
争
の
検
証
を
行
い
、
憲
法
判
断
に
踏
み
込
む
こ
と
を
強
く

求
め
ま
す
。

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会
・
熊
本

（
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政府と同じ憲法解釈に立ちイラク特措法を合憲としても、イラクでの

航空自衛隊の活動は憲法９条違反！

ワールドピースナウ熊本3.20



！

七
月
一
四
日

イ
ラ
ク
訴
訟
控
訴
審
口
頭
弁
論
に
注
目
を

福
岡
市
民
の
皆
さ
ん

私
達
は
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会

！

・
熊
本
の
会
員
で
す
。
二
〇
〇
五
年
三
月
に
熊
本
地
裁
へ
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
派
兵
差
し
止
め
と
違
憲
確
認
、
慰
謝
料
請
求
を
求
め
て
裁
判
を
起
こ
し

ま
し
た
。
現
在
福
岡
高
裁
に
控
訴
し
て
、
七
月
一
四
日
午
後
二
時
か
ら
第

一
回
控
訴
審
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
す
。
ご
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

今
年
四
月
一
七
日
に
名
古
屋
高
裁
は
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
は
憲
法
九
条

違
反
だ
と
す
る
歴
史
的
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
が
、
本
日
は
そ
の
核
心
と

も
言
え
る
平
和
的
生
存
権
に
つ
い
て
の
判
決
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

！

平
和
的
生
存
権
の
侵
害
を
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る

名
古
屋
高
裁
は
憲
法
前
文
で
「
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
」
と
表

現
さ
れ
る
平
和
的
生
存
権
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
示
し
ま
し
た

「
平
和

。

的
生
存
権
は
、
現
代
に
お
い
て
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
が
平
和
の

基
盤
な
し
に
は
存
立
し
得
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
全
て
の
基
本
的
人
権
の

基
礎
に
あ
っ
て
そ
の
享
有
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
底
的
権
利
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
（
中
略
）
憲
法
上
の
法
的
な
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る

「
裁
判
所
に
対
し
て
そ
の
保
護
・
救
済
を
求
め
法
的
強
制
置

。
」

の
発
動
を
請
求
し
う
る
」
と
し
た
の
で
す
。

裁
判
に
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
具
体
的
ケ

ー
ス
と
し
て
①
憲
法
９
条
に
違
反
す
る
国
の

（
戦
争
の
遂
行
、
武
力
行
使
、
戦
争
準
備
行

行
為

為
に
よ
る
生
命
や
自
由
の
侵
害
、
現
実
的
な
戦
争

②
憲
法
９
条
に
違
反
す

に
よ
る
被
害
や
恐
怖
）

る
戦
争
遂
行
へ
の
加
担
・
協
力
が
強
制
さ
れ

る
場
合
を
上
げ
て
、
こ
う
し
た
場
合
は
差
し

止
め
請
求
や
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
と
判

断
し
ま
し
た
。

憲
法
制
定
以
降
六
一
年
に
し
て
裁
判
所
が

平
和
的
生
存
権
の
法
的
権
利
性
を
認
め
た
意
義
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

！

福
岡
高
裁
は
名
古
屋
判
決
を
踏
ま
え
公
正
な
裁
判
を

私
達
は
米
軍
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
国
民
へ
の
戦
争

が
今
も
な
お
続
い
て
お
り
、
自
衛
隊
が
兵
站
活
動
を
通
じ
て
参
戦
し
て
い

る
こ
と
に
心
を
痛
め
ま
す
。

福
岡
高
裁
は
こ
う
し
た
原
告
た
ち
の
悲
痛
な

叫
び
を
受
け
止
め
、
公
正
な
裁
判
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
の
会
・
熊
本

（
共
同
代
表
）
藤
岡
崇
信

牟
田
喜
雄

中
松
健
児

（
連
絡
先
）

熊
本
市
本
荘
二
―
六
―
一
―
一
〇
七

電
話
〇
九
六
―
三
六
六
―
〇
四
四
七

http://w
w

w
.sensohoki.jp/haheiiken-k

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

全ての基本的人権の基礎にあり、その享有を可能にする基底的権利というべき

平和的生存権は法的権利である！

４．１７名古屋高裁判決の様子




